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本
年
４
月
２
日
の
中
野
市
農
業

委
員
会
臨
時
会
に
於
い
て
、
は
か

ら
ず
も
会
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
最
善
を
尽
く

し
て
、
職
務
の
遂
行
に
邁
進
す
べ

く
、
心
を
新
た
に
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
東
日
本
大
震

災
、
原
発
事
故
、
農
業
面
に
於
い

て
は
、
大
幅
な
収
量
低
下
、
価
格

安
、
そ
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
近
年

に
な
く
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
冬
も
大
変
な
豪
雪
に
見
舞
わ

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
被
害
が
出

ま
し
た
。

　
本
年
は
雨
が
少
な
く
干
ば
つ
で

作
物
の
生
育
等
心
配
さ
れ
ま
す
。

当
中
野
市
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で

も
な
く
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、

果
樹
、
菌
茸
類
に
於
い
て
は
全
国

有
数
の
産
地
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
日
に
至
っ
て
は
、

農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化
に

よ
る
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
加
、
農

産
物
価
格
の
低
迷
、
地
域
農
業
の

抱
え
る
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題

は
依
然
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
、
締
結
さ
れ
れ
ば
日
本
の
農

業
や
地
域
経
済
に
破
壊
的
な
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、阻
止
に
向
け
た
運
動
を
展
開

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
は
国
の
礎
で
あ
り
、
こ
の

危
機
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
一
つ
で
も
解
決
、

良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
努
力
す

る
と
共
に
、
私
共
農
業
委
員
会
に

課
せ
ら
れ
た
、
重
大
な
責
務
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
農
業
委
員
会
と
し
て
、

新
た
な
自
覚
と
決
意
を
も
っ
て
中

野
市
農
業
の
発
展
の
た
め
に
、
全

力
を
捧
げ
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
中
野
市
農
業
委
員

会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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こ
の
度
、
農
地
部
会
長
に
選
任

い
た
だ
き
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中

で
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
農
業
は
食
糧
供
給
や
農
地
、

水
、
自
然
環
境
の
保
全
と
い
っ
た

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
就
農
者
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
が

年
々
増
加
す
る
中
、
農
業
委
員
会

と
し
て
も
こ
れ
と
い
っ
た
決
め
て

が
な
い
わ
け
で
す
。

　
先
日
、
農
業
委
員
の
研
修
視
察

で
伊
勢
崎
市
農
業
委
員
会
に
行

き
、
意
見
交
換
会
で
耕
作
放
棄
地

を
な
く
す
た
め
に
農
業
委
員
の
ほ

か
に
協
力
員
を
お
願
い
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
る
話
を
お
聞
き
し
、

当
農
業
委
員
会
も
参
考
に
し
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
我
々
農
業
委
員
は
、
担
い
手
の

育
成
、
新
規
就
農
者
等
地
域
農
業

発
展
の
た
め
、
国
の
政
策
支
援
を

活
用
し
て
地
元
農
業
の
活
性
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。

関
係
各
位
の
御
協
力
と
御
指
導
を

農
地
部
会
の
取
り
組
み

農
地
部
会
長　

池
田　

好
明　

　
今
年
度
「
人･

農
地
プ
ラ
ン
」

の
中
で
、
新
規
就
農
者
に
対
し
就

農
給
付
金
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
農
政
史
上

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
ま

で
し
な
く
て
は
若
者
が
農
業
を
や

れ
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。
金
さ
え
出
せ
ば
外
国
か
ら

食
糧
が
買
え
る
時
代
は
い
つ
ま
で

も
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
医
食
同
源
』
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
安
心
安
全
な
食
糧

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
若
者
を
育
て

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
今
年
度
の
農
政
部
会
事
業
計
画

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
政
懇
談
会
の
開
催
及
び
各
種

懇
談
会
へ
の
参
加

②
認
定
農
業
者
の
普
及
推
進

③
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
推
進

④
全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及

⑤
市
内･

近
隣
市
町
村
の
視
察
研

修

　
今
年
の
４
月
よ
り
振
興
部
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
振
興
部
会
は
読
ん
で
字
の
如
く

中
野
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

が
さ
ら
に
振
興
、
発
展
す
る
た
め

の
活
動
を
担
っ
て
お
り
、
様
々
な

要
因
に
よ
り
耕
作
さ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
市
内
４
５
０
㌶
も
の

遊
休
農
地
を
ど
の
よ
う
に
復
元
さ

せ
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
農
地
と

し
て
再
生
で
き
た
暁
に
は
現
在
の

経
営
に
負
担
を
か
け
な
い
範
囲
で

い
か
に
維
持
管
理
し
て
い
け
る
か

を
模
索
し
実
現
を
目
指
す
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
誠
に
地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま

す
が
部
員
一
同
、
誠
心
誠
意
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
皆
様

の
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
等
を
切
に
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
事
業
計
画
を
以
下
の

よ
う
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

①
農
業
・
農
村
の
振
興
活
動

　
　
特
に
、
人･

農
地
プ
ラ
ン
に

も
関
わ
る
新
規
就
農
者
総
合
支

援
事
業
へ
の
参
画
が
あ
り
ま
す
。

②
遊
休
荒
廃
地
の
活
用
対
策

　
　
委
員
会
で
は
長
年
に
わ
た
り

荒
廃
地
対
策
品
目
と
し
て
菊
芋

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
中
野
市
の
名
産
品
に

す
る
た
め
の
安
定
生
産
、
機
械

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
省
力

化
、
量
産
化
の
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
現
在
は
菊
芋

焼
酎
や
漬
物
と
し
て
商
品
化
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
方
法
拡

大
と
販
路
開
拓
も
目
指
し
ま
す
。

ま
た
そ
の
他
に
も
荒
廃
地
で
の

栽
培
に
適
し
た
品
目
を
模
索
し

試
験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

③
利
用
権
設
定
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

④
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積

推
進
に
努
め
ま
す
。

⑤
市
内
、
近
隣
市
町
村
へ
の
研
修

視
察

農
政
部
会
長　

北
村　

忠
彦　

農
政
部
会
の
取
り
組
み

振
興
部
会
長　

中
村　

秀
人　

振
興
部
会
の
取
り
組
み

よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
年
度
の
農
地
部
会
事
業
計
画

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
法
励
行
の
指
導
徹
底

②
無
断
転
用
の
防
止
活
動

③
農
地
情
報
シ
ス
テ
ム
の
適
正
活

用
と
農
地
の
現
況
調
査

④
無
断
転
用
農
地
と
遊
休
荒
廃
農

地
の
解
消
指
導
に
従
わ
な
い
所

有
者
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
文
書
で
是
正
指
導
の
実
施

⑤
農
地
銀
行
制
度
の
啓
蒙
と
普
及

活
動

⑥
市
内
、
近
隣
市
町
村
の
視
察
研

修
⑦
そ
の
他
必
要
な
活
動

⑥
そ
の
他
必
要
な
活
動

▲ションションまつりに参加

▲菊芋手入れ作業の様子
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７
月
２０
日
に
松
本
市
浅
間
温
泉

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た

新
任
農
業
委
員
研
修
会
に
出
席
し

て
来
ま
し
た
。
県
下
２２
市
町
村
の

委
員
が
参
加
し
、
県
農
業
会
議
、

県
農
政
部
の
方
々
を
講
師
に
迎
え

て
の
研
修
と
活
動
事
例
と
し
て
、

朝
日
村
農
業
委
員
会
よ
り
、
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
朝
日
村
農
業
委
員
会
の
活
動
発

表
で
は
、
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地

の
解
消
対
策
と
し
て
、
現
地
調
査

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
そ

の
後
対
策
会
議
を
重
ね
、
農
地
の

利
用
集
積
を
進
め
て
い
ま
す
。
遊

休
農
地
の
地
権
者
に
管
理
を
お
願

い
し
、
村
の
自
走
式
草
刈
機
（
有

料
）
の
貸
出
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
又
農
協
等
に
除
草
作
業
を
斡

旋
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
松
本

ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協
が
出
資
し
て
い

る
農
業
法
人
「
㈲
農
地
ホ
ス
ピ
タ

ル
朝
日
」
が
連
作
障
害
等
で
弱
っ

た
農
地
や
高
齢
で
耕
作
出
来
な
い

農
地
を
預
か
り
、
地
力
回
復
さ
せ

て
地
権
者
に
返
す
事
業
を
展
開
し

　
長
野
県
農
業
会
議
主
催
に
よ
る

新
任
農
業
委
員
研
修
会
は
、
７
月

２０
日
松
本
市
浅
間
温
泉
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
今
後
の
活
動
に

役
立
つ
大
変
有
意
義
な
研
修
会
で

あ
り
ま
し
た
。
研
修
内
容
の
中
か

ら
遊
休
農
地
対
策
と
農
業
者
年
金

制
度
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
ま
す
。

　
全
国
的
に
遊
休
荒
廃
農
地
が
深

刻
化
し
て
い
る
中
、
長
野
県
の
遊

休
農
地
面
積
は
全
国
で
５
番
目
に

多
く
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
高
齢
化
が
進
み

後
継
者
や
担
い
手
の
不
足
、
農
産

物
価
格
の
低
迷
、
土
地
条
件
が
悪

い
等
に
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
会

で
は
８
月
～
９
月
を
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
強
調
月
間
」
と
し
て
、
遊

休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
現
在
取

り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
平
成
１３

年
に
全
面
改
正
さ
れ
全
て
積
立
方

佐
藤　

則
子

新
任
農
業
委
員
研
修
会
に
出
席
し
て

堀
内　

和
幸

新
任
農
業
委
員
研
修
会
に
出
席
し
て

て
お
り
、
農
地
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
も

連
携
し
、
農
地
の
借
り
手
発
掘
や

新
規
就
農
者
の
支
援
を
す
る
等
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の

発
表
で
し
た
。
中
野
で
も
連
作
障

害
か
ら
か
ア
ス
パ
ラ
栽
培
者
が
、

激
減
し
て
お
り
大
変
興
味
深
い
発

表
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
と
し
て
、
活
動
を
始

め
て
５
カ
月
程
経
過
し
ま
し
た

が
、
勉
強
不
足
を
実
感
し
て
お

り
、
本
日
の
研
修
に
よ
り
、
農
業

委
員
と
し
て
今
後
の
活
動
に
必
要

な
基
礎
知
識
を
得
て
、
活
動
の
再

確
認
を
致
し
ま
し
た
。
中
野
市
の

農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

式
に
な
り
、
農
業
に
従
事
す
る
方

で
あ
れ
ば
女
性
や
後
継
者
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
要
件
は
年
間
６０
日

以
上
農
業
に
従
事
し
、
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
で
６０
歳
未
満
の

方
で
す
の
で
、
老
後
の
た
め
に
加

入
を
お
勧
め
出
来
る
農
業
者
年
金

に
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
た

ち
農
業
委
員
は
、
農
地
の
利
用
集

積
や
担
い
手
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
遊
休
農
地
の
解
消
対
策

や
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動

等
々
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
た
有

意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

農地の売買なら任せて安心
㈶長野県農業開発公社
　農業開発公社は「農業経営基盤強化促進法」に基づいて、県知事から農地保有合理化事業を推進す
る団体として指定された法人です。農地保有合理化とは、規模縮小する農家の土地を買い入れ、規模
拡大する農家に売り渡す再配分を行うことです。
　これを活用すると税制上の特典が受けられ、事務手続きは農業開発公社が行います。

譲渡所得が８００万円まで特別控除されます。

※買い入れ協議制度を活用の場合は、15００万円まで

農地を売りたい方

通常の売買 農業開発公社の場合
農地売却代金 ８００万円 ８００万円
取得費＋譲渡費用 4０万円 4０万円
特別控除額 ０万円 ８００万円
課税所得額 76０万円 ０万円
税金（20％） 152万円 ０万円

▼計算例
登録免許税　15/1０００が８/1０００に軽減さ
れます。
不動産取得税の軽減　取得した土地評価額の
1/3相当額が控除されて課税されます。

農地を買いたい方

問い合わせ先
市農業委員会事務局
☎（22）2111（内線4０８）
㈶長野県農業開発公社北信支社
☎０26９（23）０2０９

※農業開発公社が売買する農地は、農業振
興地域の農用地区域が対象です。



農業委員会だより　４

農業委員会だより農業委員会だより

　
　
　
　
　
　
小
林
　
成
雄

　
第
四
代
中
野
市
農
業
委
員

会
一
般
選
挙
が
今
年
３
月
４

日
に
行
わ
れ
、
第
一
、
第
二

選
挙
区
と
も
（
定
数
あ
わ
せ

て
２３
名
）
無
投
票
当
選
と
な

り
、
選
任
委
員
８
名
を
合
わ

せ
、
合
計
３１
名
で
、
現
在
農

業
委
員
会
の
職
務
を
遂
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
に
は

農
地
部
会
、
農
政
部
会
、
振

興
部
会
の
三
部
会
が
あ
り
、

本
紙
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
各
部
会
、
そ
れ
ぞ
れ

事
業
計
画
に
そ
っ
て
活
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
年

二
回
の
発
行
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
当
だ
よ
り
に

ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
編
集
委
員
名
簿

委
員
長
　
小
林
成
雄

委
　
員
　
坂
本
秀
穂

委
　
員
　
小
林
健
一

委
　
員
　
堀
内
和
幸

編
集
後
記

　
本
年
度
の
農
業
委
員
研
修
は
８

月
２０
日
～
２１
日
に
伊
勢
崎
市
農
業

委
員
会
と
㈱
グ
ラ
ン
パ
を
研
修
視

察
い
た
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
崎
市
の
農
業
や
農
業
委
員

会
に
つ
い
て
の
感
想
は
、
非
常
に

恵
ま
れ
た
地
域
と
い
う
か
、
恵
ま

れ
た
立
地
条
件
で
あ
り
、
野
菜
を

中
心
と
し
た
農
業
経
営
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
耕
作
地
は
現
在
３
５
８
７
㌶
、

農
家
数
３
６
２
０
戸
、
販
売
農
家

は
２
２
０
０
戸
で
う
ち
専
業
農
家

は
約
１
０
０
０
戸
で
平
均
耕
作
面

積
は
１
・
６
㌶
で
平
均
の
所
得
は

３
０
０
～
５
０
０
万
円
で
、
平
成

１２
年
当
時
よ
り
農
家
数
で
６
０
０

戸
、
販
売
農
家
１
３
０
０
戸
の
減

で
あ
り
、
都
に
近
い
現
況
が
伺
え

ま
す
。

　
伊
勢
崎
市
の
農
業
委
員
会
に

つ
い
て
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員

が
３０
人
、
選
任
に
よ
る
委
員
の

う
ち
農
協
、
土
地
改
良
区
で
２

人
、
議
会
推
薦
が
４
人
（
全
て
女

性
）
の
３６
人
（
定
数
は
３７
人
）

の
構
成
で
、
部
会
も
農
地
部
会

と
農
業
振
興
部
会
の
二
部
会
制

で
、
事
務
局
は
１２
人
で
一
般
会
計

６
９
８
億
円
う
ち
農
林
水
産
業
費

１２
億
２
０
７
５
万
余
円
で
農
業
委

員
会
費
２
１
１
６
万
余
円
の
規
模

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
２４
年
２
月
１
日
現
在
で

の
加
入
者
は
３７
人
で
う
ち
３
人

が
女
性
で
す
が
、
専
業
農
家
が

１
０
０
０
戸
で
あ
る
の
で
、
い
か

に
農
業
者
年
金
の
普
及
定
着
が
進

ん
で
い
な
い
か
が
垣
間
見
ら
れ
ま

す
。

　
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

は
、
伊
勢
崎
市
も
名
案
が
な
く
大

変
厳
し
い
と
い
う
感
が
し
ま
し

た
。

　
耕
作
放
棄
地
対
策
は
、
地
元
医

薬
品
企
業
と
連
携
し
、
和
種
の

ハ
ッ
カ
づ
く
り
に
新
名
物
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
野
市
と

同
じ
く
、
生
産
部
門
は
、
農
業
委

員
会
が
中
心
に
手
作
業
で
行
っ
て

い
ま
す
。
草
取
り
や
収
穫
は
簡
単

な
作
業
な
の
で
ま
だ
ま
だ
良
い
と

思
う
が
、
新
た
な
名
物
づ
く
り
を

目
指
す
に
は
大
量
生
産
が
必
要
と

思
う
の
で
、
機
械
化
が
必
要
で
あ

り
、
商
品
化
に
つ
い
て
も
経
費
が

高
く
な
り
、
改
善
の
点
が
多
い
に

あ
り
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
翌
２１
日
は
横
浜
市
の
㈱
グ
ラ
ン

パ
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
エ
ア
ド
ー
ム
式
ハ

ウ
ス
で
１
棟
が
５
７
３
平
方
㍍
の

西
山　

一
雄

農
業
委
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

エ
ア
ド
ー
ム
で
、
安
全
で
新
鮮
な

水
耕
栽
培
の
生
産
シ
ス
テ
ム
で
、

高
い
生
産
性
、
安
全
、
新
鮮
、
環

境
に
優
り
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
さ
れ
た
制
御
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
直
径
２９
㍍
の
ド
ー
ム

内
に
２０
㍍
の
円
形
栽
培
水
槽
が
あ

り
、
水
槽
の
真
ん
中
に
植
え
た
野

菜
が
外
周
側
へ
自
動
的
に
移
動
し

収
穫
さ
れ
ま
す
。
１
棟
の
ド
ー
ム

内
に
は
常
時
１
４
３
０
０
株
の
野

菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全

で
新
鮮
そ
し
て
効
率
の
生
産
シ
ス

テ
ム
で
す
が
、
設
備
費
の
高
額
や

耐
寒
性
、
耐
雪
性
が
中
野
市
に
適

用
す
る
か
ど
う
か
、
北
信
州
の
地

域
に
は
き
び
し
い
で
す
か
ね
。

▲エアドーム式ハウスを視察

▲伊勢崎市農業委員会での研修


